
(
12

)
靠
損
　損

損

を

す

る
。

(
13

)

告

し

て
施

行

を

乞

う

、

と

あ

り
　

注

(
1
)

の

告

称

の
終

り

。

(
14

)

免

行
　

行

う

の

を

や

め

る
。

(15
)
胡
椒
　

中
国
で
は
十
三
世
紀
前
半

よ
り
胡
椒

の
大
輸
入
期
が
始
ま
り
、

十
五
世
紀
末
に
中
国
の
胡
椒
輸
入
量
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
凌
駕
し
て
い
た

ら
し
い
。
こ
の
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
及
び
イ
ン
ド
の
胡
椒
の
栽
培
に
つ

い
て
の
詳
細
な
研
究
は
山
田
憲
太
郎
『南
海
香
薬
譜

ス
パ
イ
ス
.
ル
ー

ト
の
研
究
』
(
一
九
八
二
年
、
法
政

大
学
出
版
局
、
二
八
二
-

三
〇
九
頁
)

で
あ
る
。
同
じ
く
十
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
の
胡
椒

の
大
消
費
に
つ
い

て
指
摘
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
胡
椒

の
栽
培
と
集
散
地
に
つ
い
て

述

べ
て
い
る
の
は
R
e
i
d
,
A
n
t
h
o
n
y
.
1
9
9
3
.
S
o
u
t
h
e
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s
t
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s
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i
n
 
t
h
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g
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o
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C
o
m
m
e
r
c
e
 
1
4
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0
-
1
6
8
0
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V
o
l
u
m
e
 
T
w
o
:
E
x
p
a
n
s
i
o
n
 

a
n
d
 
C
r
i
s
i
s
.
Y
a
l
e
 
U
n
i
v
.
P
r
e
s
s
.
N
e
w
 
H
a
v
e
n
 
&
 
L
o
n
d
o
n
,
p
p
.

2
-
1
3
.

ま
た
、
十
六
世
紀
初
め
ご
ろ
の
各
地

の
胡
椒
の
特
徴
や
、
交
易
を
よ

く
叙
述
し
て
参
考

に
な
る
史
料
は
ト
メ

・
ピ
レ
ス

『東
方
諸
国
記
』
の

記
事

で
あ
る

(
一
八
二
、
二

一
九
、
二
四

一
、
二
六
九
、
二
九
九
頁
ほ

か
)
。
琉
球
の
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す

る
派
船
は
、
す

べ
て
胡
椒
の
集
荷
地

ま
た
は
輸
出
中
継
地
で
あ
り
、
と
く
に
琉
球
船
が
し
ぼ
し
ば
往
復
し
た

ア
ユ
タ
ヤ
と
マ
ラ
ッ
カ
は
マ
ラ
イ
半
島
、

ス
マ
ト
ラ
北
部
、
ジ

ャ
ワ
、

及
び
胡
椒
の
原
産
地
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
の
マ
ラ
バ
ル
地
方
の
荷
も
集

め
た
中
心
地
で
あ

っ
た
。

(
16

)

収

号
　

受

取

り

の
し

る

し
。

し

か
し

こ

こ

で
は

収

買

、

収

購

(
買

い
付

け

る

)

の
意

か

。

(17
)
硫
黄
三
千
斤
小
　

二
千
五
百
斤
正
と
報
ず
　

運
送
中

の
硫
黄
の
目
減
り

を
み
こ
ん
だ
表
現
。

(18
)
大
青
盤
二
十
個
…
　
青
磁
の
大
皿
。
琉
球
船
が
運
ん
だ
中
国
産

の
青
磁

に
つ
い
て
は
、
国
吉
菜
津
子

「琉
球
に
お
け
る
陶
磁
貿
易
の

一
考
察
」

(『南
島
史
学
』
第
三
十
八
号

一
九
九

一
年
)
を
参
照
。

1-40-02

琉
球
国
中
山
王
よ
り
暹
羅
国
あ
て
、
浮
那
姑
是
等
を
遣
わ
し
て
速
や
か

な
交
易
を
請
う
咨

(
一
四
二
五
、
□
、
□
)

琉
球
国
中
山
王
、
進
貢
の
事
の
為
に
す
。

切
に
照
ら
す
に
、
本
国
は
貢
物
稀
少
な
り
。
此

の
為
に
今
、
正
使
浮
那
姑

是
等
を
遣
わ
し
、
仁
字
号
海
船
に
坐
駕
し
、
磁
器
を
装
載
し
て
貴
国
の
出
産

の
地
面
に
前
往
し
、
胡
椒

・
蘇
木
等
の
貨
を
収
買
せ
し
む
。
回
国
し
て
以
て

大
明
の
御
前
に
進
貢
す
る
に
備
う
。
仍

お
礼
物
を
備
え
詣
前
し
て
奉
献
し
、

少
し
く
遠
意
を
伸
ぶ
。
幸
希
わ
く
は
収
納
せ
ん
こ
と
を
。
仍

お
煩
わ
く
は
、

今
、
差
去
す
る
人
員
の
、
早
き
に
及
ん
で
打
発
し
風
迅
に
赶
趁

し
て
回
国
す

る
を
聴
さ
ん
こ
と
を
。
四
海

一
家
、
永
く
盟
好
を
通
ぜ
し
む
る
に
庶
か
ら
ん
。

今
、
奉
献

の
礼
物
の
数
目
を
将
て
後
に
開
坐
す
。
須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者

な
り
。今
開
す
織
金
段
五
匹
　
素
段
二
十
匹



腰
刀
五
柄
　
摺
紙
扇
三
十
柄

硫
黄
三
千
斤
　
今
二
千
五
百
斤
正
と
報
ず

大
青
盤
二
十
個
　
小
青
盤
四
百
個

小
青
碗
二
千
個

右
、
暹

羅

国
に
咨

す

洪
煕
元
年

(
一
四
二
五
)
　
月
　
日
　
咨

1-40-03

琉
球
国
中
山
王
よ
り
暹
羅
国
あ
て
、
南
者
結
制
等
を
遣
わ
し
て
速
や
か

な
交
易
を
請
う
咨

(
一
四
二
六
、
九
、

一
〇
)

琉
球
国
中
山
王
、
酬
謝

の
事
の
為
に
す
。

近
ご
ろ
暹
羅
国
の
咨
文
二
道
を
准
く
る
に
各
々
開
す
。
本
国
の
咨
に
、
正

使
阿
勃
馬
結
制
、
并
び

に
浮
那
姑
是
等
を
差
わ
し
、
海
船
二
隻
に
坐
駕
し
、

礼
物
を
齎
送
し
て
国
に
到
り
、
及
び
番
貨
を
収
買
し
て
回
国
し
用
に
備
う
、

と
あ
り
。
施
行
す
る
を
除
く
外
、
就
ち
回
奉
の
礼
物
を
順
帯
せ
し
む
る
を
蒙

る
、
と
あ
り
。
移
咨
し
て
本
国
内
に
到
る
。

此

に
参
迦
す
る

に
上
年

よ
り
今

に
至

る

ま
で
珍
?

を
回
恵
せ
ら
る
。
已

に

明
ら

か
に
照
数
し

て
収

め
訖

る
を
除

く
外

、
今
思
う

に
、
前
後

の
恩
、
未
だ

謝
を
伸

ぶ
る

に
由
な
く
し

て
、
深

く
慚
愧

を
負
う
。
今
、
特

に
正
使
南
者
結

制
等
を
遣
わ
し
、
義
字
号
海
船

一
隻
に
坐
駕
し
、
貴
国
に
前
詣
し
て
奉
献
せ

し
め
、
少
し
く
酬
謝
の
誠
を
伸
ぶ
。
煩
わ
く
は
四
海

一
家
を
以
て
念
と
為
さ

ん
こ
と
を
。
容
納
す
れ
ば
万
幸
な
り
。
更
に
煩
わ
く
は
、
今
去
く
人
員
は
胡

椒

・
蘇
木
等
の
貨
を
収
買
し
、
回
国
し
て
以
て
中
国
に
進
貢
す
る
に
備
う
れ

ば
、
早
や
か
に
打
発
を
為
さ
ん
こ
と
を
。
落
葉
と
し
て
風
迅
に
趁
り
て
回
還

す
れ
ば
便
益
な
ら
ん
。
今
、
酬
謝
の
礼
物
の
数
目
を
明
ら
か
に
し
て
開
坐
し

移
咨

す
。
施
行
せ
よ
。
須
ら
く
咨

に
至
る
べ
き
者
な
り
。

今
開
す
織
金
段
五
匹
　
素
段
二
十
匹

硫
黄
三
千
斤
　
今
二
千
五
百
斤
正
と
報
ず

腰
刀
五
柄
　
摺
紙
扇
三
十
柄

大
青
盤
二
十
個
　
小
青
盤
四
百
個

小
青
碗
二
千
個

右
、
暹

羅
国

に
咨

す

洪
煕
二
年

(
一
四
二
六
)
九
月
初
十
日
　
咨

注

(
1

)
咨

文

二
道
　

そ

の

内

容

は
、

以

下

の

「
本

国

の
咨

に

…
」
よ

り
注

(
3

)

ま

で
。

(
2

)

本

国

の
咨
　

琉

球

よ

り

逞

羅

国

に
送

っ
た
咨

で
、

「
正

使

…

」
よ

り

「
用

に
備

う

、

と
あ

り

」

ま

で
。

(
3

)

順

帯

せ

し

む

る

を

蒙

る
、

と

あ

り
　

注

(
1
)

の
終

り

。

な

お

、

こ

こ


